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確定的な非定常信号の時変スペクトルを表現するものの 1 つに Cohen 型時間周波数分布がある。こ
れは任意の時刻における信号の周波数スペクトルをあたえる。 Cohen 型時間周波数分布は核関数によっ






第 3 章ではスペクトログラム， W igner-V ile (WV) 分布， Choi-Williams (CW) 分布について詳述
し，各分布の長所や問題点を指摘した。 WV ， CW 分布では複数成分からなる信号に対して，異成分間
の干渉のために，偽のピークが生じ，得られた分布の解釈に混乱をもたらす。




第 5 章では，時間周波数分布の数値計算法を与えるO 一般の信号について時間周波数分布を解析的に
求めるのは困難なことが多い。また信号が実験環境などでデータ形式で与えられたときには，分布の計
算は数値計算に依らねばならなし 1。そのため，数値計算アルゴリズムを与えた。
















のような非定常信号の時変スペクトルを表現するものの 1 つに Cohen 型時間周波数分布がある。これ
は概念的には核関数の重みによる局所相関関数のフーリエ変換として定義され任意の時刻における信
号の周波数スペクトルをあたえる o Cohen 型時間周波数分布はこの核関数によって特徴づけられ，代表
















5. 連続音声信号について wv 分布， CW 分布及び本論文で提案した時間周波数分布を計算し，得られ
た結果の比較を行なった。本論文で提案した時間周波数分布はスペクトルのホルマントやピッチなど
音声信号の特徴量をよく検出した。
以上本論文では複合型核関数をもっ時間周波数分布を提案し非定常信号の時変スペクトルの分析能
について調べたもので， Cohen 型時間周波数分布の新しい側面を切り開いたという点で，学位論文とし
ての価値が認められるO
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